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聖書に学ぶ 40 

Ⅰサムエル記 30:1～31 

どんなに素晴らしい信仰の人でも、弱さや問題がないとはいえません。人は漠然とした恐れ

には弱いものです。ダビデはサウルから逃れるため、ペリシテのガテのアキシュを欺して仕

え、サウルからは守られましたが、もう少しで自分たちがイスラエルの敵になるところでし

た。悔いた心のダビデを主は守られ、留守中に略奪された家族も取り返すことができました。 

 

今日の学びの要点   

人は、目の前の悲惨な状況に心を奪われると、その責任者をやり玉に上げることしか 

考えられず、先のことを考えられません。そういう中で、主に心を向けることができた 

ダビデは、主によって堅く立ち、主の助けを受け、全てを取り返すことができました。 

 

 

Ⅰ､恐れから行動したダビデ 

１、サウル王が去った後、ダビデはどのよう 

に思ったのでしょうか。(Ⅰサムエル記 27:１～2 ) 
 

 

 

２、ダビデはペリシテ人の王アキシュに何と言 

ったでしょうか。(Ⅰサムエル記 27:5 ) 
･アマレク人を襲う・・・→ アキシュには：ユダを襲ったと報告  

    Ⅰサムエル記 27：8～12 

  

 

３、アキシュはダビデたちを連れて、イスラエルと戦うために戦場に向か 

いました。 (Ⅰサムエル記 29:4 ) 

①ペリシテの首長たちはダビデを見て何と言いましたか。(Ⅰサムエル記 29:4～5) 

 

②切羽詰まった状況のダビデですが、主がペリシテの首長たちやアキシュに働かれ、

そこから守られ、返されることになりました。 
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Ⅱ、略奪隊を追撃するダビデ    

1、ダビデがアキシュ軍に加わったのは、自分たちの家族を守るためでし 

た。その留守を狙って、アマレク人に略奪されたのです。 
 

 ①ガラテヤ６：７を読みましょう。ダビデと共にいた兵は略奪された状況を見て泣き 

ました。どういう思いだったのでしょうか。(Ⅰサムエル記 30:4) 

 
 
②ダビデと共にいた兵は、どうしてダビデを殺そうとしたのでしょうか。 

(Ⅰサムエル記 30:6) 

 

③ダビデはどうしましたか。(Ⅰサムエル記 30:6～8)  詩篇 56：4～5 を読みましょう。 

  ・非常に悩んだ、苦境に立たされた(V6)   ・主によって自分を力づけた(V6)   

・主に伺いを立てた(V8) 

 

2、危機的な状況で、ダビデの祈りに主はどのように具体的に応えられた 

   でしょうか。 

①ダビデに略奪隊を追撃するよう導かれ、そうする力を与えられた。(Ⅰサムエル記 30:8) 

②野で 1 人のエジプト人を見つけた。(Ⅰサムエル記 30:11～15) 

③お祭り騒ぎをしていたアマレク人からの分捕りものもあった。(Ⅰサムエル記 30:20) 

 

３、戦利品について、ダビデは どのようにいましたか。 

①疲れて追撃出来なかった者たちにも、同じように分配しました。 ダビデはだれの 

力によって、勝利できたと考えたのでしょうか。(Ⅰサムエル記 30:23) 

 

②ダビデは自分たちがさまよい歩いたすべての場所のユダの長老たちに、戦利品を配り 

ました。その心は何でしょうか。 (Ⅰサムエル記 30:23、31) 


